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研究成果の概要（和文）：住民主体の防災学習・防災対策の方法が求められる中，本研究では災害時において互いを思
いやる関係が強く現れる家族を対象として，協調学習を通して家族の安全性を最大化する集団的知性の創発性に着目し
た防災協調学習の方法を検討した．協調学習を通して身に付けるべき事柄を示した学習目標，学習目標を盛り込みなが
ら協調学習を実践するための学習プログラム，協調学習を実践する準備として必要な学習のモデルを提示した．また、
実験により、学習者が自身と親の避難行動を考える中で価値観について考えることが，家族の中の自分について考える
契機ともなり，家庭防災に対する主観的規範が高まり，家庭防災行動意図が生成される可能性を示した。

研究成果の概要（英文）：In recent education for disaster prevention, reinforcement of family ties is 
regarded as important as foundation of disaster culture. General citizen is required to acquire 
comprehensive skill and communicative skill which are called “Citizen’s Literacy”. Our research focus 
on skill to manifest own sense of values and skill to presume others’ sense of values that could be 
considered as essential element of Citizen’s Literacy for reinforcement of family ties. In this 
research, we have developed a model of collaborative learning and designed the computer supported 
collaborative learning system to promote these skills.

研究分野：知識科学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
市民の安全を守るため長らく公助を中心と
した行政による防災対策が一定の成果をあ
げてきている．一方で，市民の行政依存意識
が高まり，市民の自助意識・自助力の向上が
重要な課題となっている． 
災害時行動の選択基準は，家族の安全に置か
れることが多い[金井,07]と言われており，市
民の自助意識・自助力の根源として家族の果
たす役割は大きい．人は，家族メンバとして，
それぞれ，とっさに他の家族メンバの安全を
思いやって行動を選ぶ傾向が強く，それが家
族全体の安全にとって必ずしも安全な方向
に働かないことがある．とっさの短絡的な行
動選択が家族全体の安全を損なわないよう
に，どのような行動選択基準を家族メンバが
共有するのが，家族全体としての安全を高め
ることに通じるのかを話し合うことが求め
られている． 
災害時の家族の行動基準を求める話し合い
は，正解のない問題解決である．様々な状況
を予測し，家族の様々な価値観が折りまざる
なかで，答えを求めることは，家族として簡
単なことではない．本研究では，そのような
話し合いをする家族の能力を高めることを
学習目的とした協調学習の方法の構築を目
指している． 
 
２．研究の目的 
家族の災害時行動の選択基準に大きな影響
を与える家族メンバの価値観について，自分
の価値観を顕在化し，他者の価値観を推定す
る能力の育成について焦点をあて，協調学習
媒体としてのハザードマップを活用した支
援方法の構成を検討することを目的とした． 
具体的には，以下の２点を目標とした． 
(1) 家族としての市民リテラシー学習目標を
防災設定し，協調学習プログラムを構成する． 
(2) 学習が成立する条件を認知心理学的に分
析する． 
 
３．研究の方法 
(1)学習プログラムの構成：防災教育の文献
レビュー・実際の市民防災活動のリーダーへ
のインタビュー・認知心理学的実験を通じて
学習モデルを構成し，それに基づき学習プロ
グラムを構成する． 
(2)学習プログラムの成立条件を明らかにす
るための認知心理学的実験を行う． 
 
４．研究成果 
1) 学習プログラムの構成 
①背景：市民の災害対応力の習得や促進を目
指した防災教育では，専門家や行政から市民
に対して一方的に知識を提供することに比
重が置かれていた．しかし，災害の危険性，
防災対策の必要性，防災対策の方法などの知
識が市民に対して与えられたとしても，自発
的行動には結びつかず，かえって「行政が守
ってくれる・行政が対策してくれる」という

行政依存体質を増長することが指摘された．
そのため，防災教育の方法が見直され，市民
の自助意識を向上させ，自発的に防災対策・
対処を行うための知識や態度，能力を習得さ
せる教育方法が研究されている[片田 08, 片
田 11]． 
市民を対象とした防災教育が目指すところ
として，災害文化を地域に根付かせることが
重要とされている[金井 07]．災害文化とは，
市民同士が，過去の災害体験に基づいて自発
的に築き上げる，災害に対策・対処するため
の知である．ここで知とは，個人が個々にも
つ知識よりも，地域全体として持つ集団知を
指す．災害文化が根付くことで，災害に対す
る知は，主に家庭内を中心として世代にわた
って伝承され，災害に備える態度や暮らし方
を促す．災害に対する知の形成や知の伝承は，
家族紐帯の在り方が重要となる．家族紐帯と
は，災害に対策・対処する上での家族構成員
の間の役割関係や信頼関係である． 
  
②目的：適切な家族紐帯を築き，家族の安全
性を最大化する知を形成するために，市民は
市民リテラシ[楠見 10]と呼ばれる，高次の思
考能力と領域固有知識に基づく読解能力，コ
ミュニケーション能力が求められる．市民リ
テラシは様々な分野に移転可能な汎用能力
である．防災領域では，次のように対応付け
られる．読解能力は，災害や防災に関する知
識に基づき，社会から与えられる災害や防災
の情報を的確に読み取り，その理解に基づい
て被災の仕方や被災の進行といった災害状
況を想像したりする能力である．コミュニケ
ーション能力は，災害状況下におかれた家族
構成員の価値観や行動指針を，推定したり，
顕在化したりして，家族の安全に対する役割
などについて，根拠に基づいた議論をする能
力である．価値観とは，半永久的な欲求（家
族が幸せでありたい，など）を満たすための
意思決定の基準となる，物事の性質的な優先
順位（家族の安全性を重視する，など）であ
り，不変性が高い．  
本研究では，災害に対する適切な家族紐帯の
構築と，家族の安全性を最大化する家族とし
ての集団知の形成を支える，市民リテラシ育
成のための，ハザードマップを用いた防災教
育の方法を探究する． 
 
③成果：  
学習目標の構成：学習目標は，家族を 1つと
して見た時にあるべき姿と，それを支えるた
めの家族構成員のあるべき姿がある．そこで，
協調学習目標を家族全体目標と個別目標に
分けて設定する．家族全体目標は， 
家族構成員それぞれの価値観に基づき，
行動の方針や役割のあり方について，想
定される災害状況（被災のあり方・被災
の進行の仕方）や家族の心身の状態と関
連付けて議論できる 
である． 



家族全体目標の達成において求められる個
別目標を，表 1に示す．個別目標は，家族構
成員の年齢によって，家族内や学校，社会な
どでの経験が異なり，それに依存する現状の
能力によって，達成できる能力も異なる．現
状の能力を正系の学校教育段階で想定した
ものを基準として，学習目標を小学生レベル，
中学生レベル，高校生以上レベルに分類して
いる． 
学習プログラムの構成：学習目標を達成する
ため，学習において重要な原理を参照して設
定した学習方略，教材となるハザードマップ
を活用した学習の促進，及びそれらを統合し
た学習課題により，家庭内協調学習の学習プ
ログラムを構成した． 
個別学習目標として対象とした各能力は思
考能力の下位概念として位置付けられる．思
考は，その過程と結果の外化と，周囲との相
互作用により洗練される．そこで，ハザード
マップ（図１参照）を活用した外化と相互作
用を方略として設定し，更に学習意欲の向上，
議論の活性化を盛り込んで構成した家庭内
協調学習の学習プログラムについて以下に
概要を述べる． 
・第一段階（学習準備）:災害状況の設定 
家族全員で集まり，一つのハザードマップを
囲む．ハザードマップには，幾つかの災害の
事例が，具体的な災害の状況の説明とともに
示されている．一つの事例を選択し，家族が
どのように災害に巻き込まれているかを設
定する．これによって学習が開始され，課題
が提示される．この事例をもとに，自分はど
う振舞うべきか，家族はどんなことを避けて
欲しいか，それはなぜかを各自で考え，最後
に見せ合い，互いの価値観に触れあうことで，
それを基準としたより良い家族の安全に対
する紐帯について考え合う． 
・第二段階（個別学習）: 自分が抱く価値観
の顕在化：第一段階にて，家族全員で設定し

た災害状況，及び家族が巻き込まれている状
況が示されているハザードマップを，家族構
成員各個人へ分配する．設定した状況下で自
分はどういう行動をとるべきかを経路で描
く．そして，その行動を選んだ基準となる価
値観や行動の方針，自分の役割などに対する
考えを書きこむ．その考え方は，この状況に
おいて適切かどうか，なぜそう思うかも記す． 
・第三段階（個別学習）: 家族が抱く価値観
の推定：第二段階と同様にハザードマップを
用いて，設定した状況下で家族にはどういう
行動はとってほしくないかを経路で描く．そ
して，その行動を選んだ基準となる価値観や
行動の方針を推定し，相手の役割などに対す
る考えを書きこむ．その考え方は，災害状況
や家族状況において適切かどうか，なぜそう
思うかも記す．書き込む内容は，学習目標レ
ベルによって異なる．家族の行動に対する考
えや評価を外化させることで，振り返りを促
進し，「家族の価値観を推定する」，「議論の
準備をする」という学習目標の達成を支える． 
・第四段階（協調学習）: 安全な行動・役割
に関する家族での議論：個別に作成した，自
分が取るべき行動，家族に避けて欲しい行動，
自分（家族）の役割・行動の方針・価値観を
伝え合う．価値観を基準として，設定した災
害状況や家族状況において，行動の方針が適
切か，他に果たせる役割がないかといったこ
とを指摘しあう．時には，互いの価値観を示
し合うことで，価値観を擦りあわせたり，変
容させたり，或いは自分の価値観に気づいた
りする．互いの価値観を踏まえた，家族の安
全に対する考え方，振舞い方を議論し合うこ
とで，より良質で強い家族紐帯を築く．また，
こうした相互作用により，価値観や行動の方
針などの捉え方を振り返り，見直し，また議
論の方法を磨いていき，各学習目標の達成を
支え，市民リテラシとしてのコミュニケーシ
ョン能力を身に付ける． 
 
(2) 認知心理学的実験 
①背景：家族紐帯の影響を大きく受けるもの
の一つに，家庭内における共助が挙げられる．
家庭内における共助は，家族構成員間の防災
行動に対する価値共創，つまり，各構成員が
持つ防災行動に対する価値観の交互作用と
考えることができる．子の価値観と子が親に
対して認知している価値観は類似している
ものの，実際に親が持つ価値観とは類似して
いない[森下，79]ことから，価値共創のため
には，他の構成員に自身の価値観を正しく伝
えるために，家庭内で価値観を表出すること
が求められる．価値の文脈が付加されること
で行動が変容する[Banstetter-Rost, 09]こと
からも，防災行動の指針となる価値観の表出
によって適切な防災行動が選択されること
が期待できる． 
 
②目的：本研究では，防災行動の指針となる
価値観表出のための価値観再考の契機とし

表 1. 協調学習の個別学習目標 

 

図 1. 『どこでもハザードマップ』 



て，価値観に関する前提知識の教示が家庭防
災行動意図に与える影響について検討を加
える． 
 
③成果：表２参照 
実験参加者：大学生 80名． 
実験素材とデザイン：価値観再考の契機とし
て提示した文章（以下，価値観知識）の内容
は，行動を決める時の理由に，短期的な利益
に基づくもの，長期的な利益に基づくもの，
利益に関わらず知識や義務意識に基づくも
のなど幾つかの種類があること，それらの事
例，行動の理由がどの種類のものかは日頃か
ら意識されないこと，理由を意識することで
選択する行動が変わることがあることにつ
いての説明（約 450字）であった． 
家庭防災行動意図評価項目（以下，評価項目）
は，先行研究（元吉他, 2008）において家庭
防災行動意図の規定因として有意差が見ら
れた，(1) 災害への関心，(2) 災害リスク認知，
(3) 災害不安，(4) 主観的規範（家庭），(5) ベ
ネフィット認知（家庭）の 5因子と，有意差
は見られなかったが家庭防災用の因子とし
て解釈された(6) コスト認知（家庭）と，そ
れらと相関を見る防災行動意図として解釈
された(7) 防災行動意図（家庭）の 2 因子の
計 7因子それぞれ 3項目の計 21項目から構
成された．(2)と(3)については，先行研究では
項目の内容が地震に限定されていたため，本
研究では，項目中の「地震」という言葉を「災
害」に置き換え，特定の災害に限定されない
ような項目に変更した． 
実験手続き：実験参加者は，はじめに避難時
危険箇所等の簡単な防災学習を行った．次に，
親と離れた場所にいるときに被災した想定
（地震または水害）で自身と親の避難行動と
その理由を記述する 5分間の避難行動思考課
題への回答が求められた．避難行動思考課題
終了後，避難時危険箇所等の防災知識，また
は価値観知識のいずれかが 5分間提示された．
その後，5 分間の避難思考課題への回答が求
められた．2回目の避難行動思考課題終了後，
5分後または 1週間後に，無作為な順序で 21
項目の評価項目が提示される評価課題に対
して 5 件法（1：まったくそう思わない~5：

非常にそう思う）での回答を求めた． 
結果と考察：評価項目ごとの平均値について，
遅延条件，提示知識条件を共に実験参加者間
要因とする 2（遅延）×2（提示知識）の二元
配置の分散分析を適用したところ，すべての
評価項目において，遅延条件および交互作用
に有意差は見られなかった．提示知識条件で
有意差が見られた評価項目は，(2) 災害リス
ク認知（F (1, 76) = 4.57 p < .05），(3) 災害
不安（F (1, 76) = 6.85 p < .05），（4）主観的
規範（家庭）（F (1, 76) = 6.51 p < .05），(7) 防
災行動意図（家庭）（F (1, 76) = 8.73 p < .01）
の 4項目であり，いずれの評価項目において
も，価値観知識が提示された方が，防災知識
を提示されるよりも評価値が高かった（表 
1）．一方， (1) 災害への関心，(5) ベネフィ
ット認知（家庭）と，(6) コスト認知（家庭）
については，価値観知識提示と防災知識提示
に有意な差は見られなかった． 
 
(3)まとめ 
住民主体の防災学習・防災対策の方法が求め
られる中，本研究では災害時において互いを
思いやる関係が強く現れる家族を対象とし
て採り上げ，協調学習を通して家族の安全性
を最大化する集団的知性の創発性に着目し
た防災協調学習の方法を検討した．協調学習
を通して身に付けるべき事柄を示した学習
目標，学習目標を盛り込みながら協調学習を
実践するための学習プログラム，協調学習を
実践する準備として必要な学習のモデルを
提示した． 
学習者が自身と親の避難行動を考える中で
価値観について考えることが，家族の中の自
分について考える契機ともなり，家庭防災に
対する主観的規範が高まり，家庭防災行動意
図が生成された可能性が考えられる．また，
防災知識を与えられるのではなく，避難行動
の指針となる価値観について考える契機が
与えられることで，避難行動についての熟慮
が促され，より災害リスク認知と災害不安に
対する感度が上がった可能性が考えられる．
これらの結果は，防災教育として防災知識を
与えるだけでなく，価値観に関する前提知識
を与えることが家庭内防災行動意図を高め
ることを示すものであるといえることがわ
かった． 
 家族を対象に協調学習を実施するという
ことは，家族の構成員における価値観や前提
知識，認知能力，言葉での表現力等の特性に
よって，学習の質や効果が左右される．これ
らの特性のあり方を把握して類型化し，特性
に対して合理的な学習目標・プログラムの設
定や学習媒体の設計が必要となる．そのよう
な条件を明らかにすることが今後の課題で
ある． 
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